
　破棄紙を50μｍの大きさにパウダー化し、合成樹脂を均一
混練した新素材。わが国では印刷業や紙加工業から年間約500
万トンもの紙加工残滓が排出され、大半が焼却処理されている。
この廃棄紙を独自の技術で均等な粒径にパウダー化し、170～
180℃でポリオレフィン系合成樹脂と混ぜ、熱溶融することで
紙パウダーに合成樹脂が含浸したペレットに成形する。成形さ
れたペレットは、汎用のプラスチック射出成形機や金型を使う
ことで、自由に各種の製品に成形できるため、大半のプラスチッ
ク製品の代替が可能となる。

　重量比51％以上が紙パウダーのため、従来のプラスチック製品と比べ、ナフサ原料の削減をはじめ、
廃棄物焼却量の削減、さらにはCO2 排出量を大幅に削減できる。機能的にはプラスチック製品と遜色なく、
かつ耐熱性はプラスチックより優れ、成形時の温度はプラスチック原料の約75％と省エネルギー効果が
あり、成形時の歩留りもほぼ同様である。素材表示は紙となるため、廃棄時も紙として処理できる。
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